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『
観
音

冥
応
集
』

の
中

国
故

事

・
説

話

予
是
冥
応
集
ヲ
録
ス
ル
ノ
志
、
偏

二
応
験
伝
ノ
断
タ
ル
ヲ
歎
ク
ニ
依
テ
ナ
リ
。
是

ヲ
披
キ
見
玉

ハ
ン
人
、
必
ズ
観
音
ノ
験
記
ヲ
続
玉
へ
。
末
世
ノ
人
ハ
遠
キ
処
、
古

蓮
体
の

『
観
音
冥
応
集
』
は
イ
ン
ド

・
中
国
関
連
の
話
を
載
せ
な
い
と
い
う
方
針
を

掲
げ
る
が
、
ご
く
短
い
も
の
も
含
め
る
と
五
十
余
条
の
中
国
関
連
記
事
を
数
え
る
。
そ

れ
は
知
識
人
の
癖
の
ご
と
く
運
筆
の
中
で
文
飾
的
に
出
る
も
の
と
、
日
本
で
の
観
音
霊

験
が
中
国
で
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
を
典
型
と
す
る
。
後
者
の

記
事
は
、
蓮
体
が
本
書
冒
頭
で
あ
げ
た
漢
籍
書
目
の
中
で
は
、
『
観
世
音
持
験
記
』
か

ら
の
利
用
が
確
認
で
き
、
他
に
、
『法
苑
珠
林
』
フ

一宝
感
応
要
略
録
』
『
仏
祖
統
紀
』

か
ら
も
直
接
説
話
を
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

は
じ
め
に

近
世
中
期
の
真
言
僧

・
蓮
体
は
、
常
々

「我
日
本
国

ハ
観
音
垂
述
ノ
洲

ニ
シ
テ
、
霊

応
ノ
多
事
、
支
那
竺
乾

ニ
モ
譲
ズ
。
而
モ
記
録
ノ
大
成
ナ
キ
事
」
を
歎
い
て
い
た
が
、

宝
永
元
年

（
一
七
〇
四
）

四
月
、
観
音
霊
験
諄
を
集
め
た

『
観
音
冥
応
集
』

（
以
下

『
冥
応
集
し

を
編
集
し
た

（「観
音
冥
応
集
叙
し
。
そ
の
中
で
蓮
体
は
、

○
巻
第

一
・
第

一
段

今
此
冥
応
集

ニ
ハ
、
天
竺
真
丹
ノ
事

ヲ
バ
載
ズ
。
日
本
古
今
ノ
霊
応

ヲ
集
メ
テ
大

漏
脱
定
テ
多
カ
ラ
ン
。
真
ク
ハ

成
セ
ン
ト
欲

ス
。
然

レ
ド
モ
寡
聞
浅
識
ナ
レ
バ
、

後
ノ
君
子
、
普
ク
大
士
ノ
霊
験

ヲ
集
録
シ
玉

へ
。

○
第
五
下

・
三
十
段

キ
験
ヲ
信
ズ
ル
者

ハ
少
ク
、
近
キ
寺
新
シ
キ
効
シ
ヲ
尊
ム
者

ハ
多
シ
。
故

二
今
ノ

記

ニ
モ
、
大
唐

・
天
竺
ノ
事
ヲ
バ
略
シ
テ
載
ズ
。
本
朝
ノ
事
ノ
ミ
ヲ
録
シ
テ
、
殊

二
新
キ
ヲ
詮
要
ト
シ
、
兼
テ
因
果
報
応
ノ
話
り
、
持
呪
苦
行
ノ
感

マ
デ
ヲ
輯
テ
、

後
生

二
遺

ス
モ
ノ
ナ
リ
。

と
記
し
、
『発
心
集
』
序
の

「今
、
此
れ
を
云
ふ
に
、
天
竺

・
震
旦
の
伝

へ
聞
く
は
、

遠
け
れ
ば
書
か
ず
。
仏

・
菩
薩
の
因
縁
は
、
分
に
た

へ
ざ
れ
ば
是
を
残
せ
り
。
唯
、
我

が
国
の
人
の
耳
近
き
を
先
と
し
て
、
承
る
言
の
葉
を
の
み
記
す
」
に
も
似
た
編
集
方
針

を
掲
げ
て
い
る
。

一
方
、
『
冥
応
集
』
に
は
、
多
少
の
中
国
種
の
故
事

・
説
話
的
記
事
が
あ
り
、
私
見

で
は
、
或
る
程
度
の
情
報
量
を
持

っ
た
記
述
は
二
十
余
条
、
ご
く
短
い
も
の
を
含
め
る

と
五
十
余
条
が
散
見
す
る
。
か
な
り
大
部
の

『
冥
応
集
』
の
中
で
は
、
無
論
多
い
と
は

言
え
な
い
分
量
で
あ
る
が
、
「天
竺

・
真
丹

（震
旦
）
ノ
事
ヲ
バ
載
ズ
」
と
し
た
中

で

顔
を
出
す
中
国
種
の
説
話
的
記
事
は
、
蓮
体
の
、
さ
ら
に
は
当
時
の
知
識
人
僧
の
、
漢

学
的
教
養
や
漢
籍
と
の
関
わ
り
の

一
端
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
多
く
の
著
述
も

持

つ
蓮
体
に
と

っ
て
は

『
冥
応
集
』
と
い
う
ご
く

一
部
の
材
料
で
は
あ
る
が
、
小
稿
で

は
、
こ
れ
ら
の
中
国
関
連
記
事
や
、
集
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
漢
籍
書
目
を
通
し
て
、

『
冥
応
集
』
と
漢
文
学
世
界
と
の
距
離
を
う
か
が

っ
て
み
た
い
。
尚
、
『
冥
応
集
』
の
本

文
は
同
志
社
女
子
大
学
蔵
の
宝
永
二

・
三
年
の
刊
本
に
よ
り
、
字
体
を
通
行
の
も
の
に

改
め
た
。
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